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（第三種郵便物認可）２０１１年（平成年）４月１２日　（火曜日）

　
リ
ス
ク
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン


と
は

関
係
者
間
で
情
報
や
意
見
を

交
換
し
て

意
識
や
情
報
の
共
有
化

を
図
る
こ
と
だ
と
言
わ
れ
る

企
業

は

洗
い
出
し
た
事
業
リ
ス
ク
と
そ

の
発
生
を
抑
止
す
る
目
的
で
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
整
備
し
て
い
る

建
設

会
社
の
場
合
は
品
質
確
保
を
始
め


工
費
や
工
期
な
ど

施
主
や
株
主
を

意
識
す
る
事
業
継
続
に
重
点
を
置
い

て
お
り

や
や
内
向
き
と
い
え
る
そ

れ
ら
の
項
目
は
十
分
用
意
さ
れ
て
い

る
一
方
潜
在
的
な
利
害
関
係
者
で

あ
る
工
事
現
場
周
辺
住
民
と
の
リ
ス

ク
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
に
は
ど
の

程
度
注
力
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か


　
先
日

あ
る
公
的
機
関
主
催
の
住

民
説
明
会
に
参
加
し
た

説
明
者
は

役
所
の
課
長
と
受
託
事
業
者
の
２
人

で

淡
々
と
事
業
の
目
的
と
手
法
を

ス
ク
リ

ン
に
映
し
出
し
て
説
明
し

て
い
た

し
か
し

事
業
に
伴
い
推

測
さ
れ
る
近
隣
住
民
に
与
え
る
リ
ス

ク
に
関
し
て
は

﹁
利
害
関
係
も
生

じ
る
だ
ろ
う
﹂と
い
う
指
摘
だ
け
で


具
体
的
な
リ
ス
ク
項
目
な
ど
に
は


何
一
つ
触
れ
な
か

た

質
疑
応
答

で
は

事
業
計
画
書
面
を
配
布
し
な

い
理
由

工
事
に
伴

て
住
民
が
懸

念
す
る
多
岐
に
わ
た
る
不
安
事
象


税
金
投
入
と
費
用
対
効
果

情
報
開

示
の
有
無
と
手
段
な
ど
が
出
さ
れ

た

納
得
で
き
る
回
答
内
容
は
少
な

か

た

率
直
な
感
想
だ
が

主
体

的
に
リ
ス
ク
︵
課
題
︶
と
解
決
策
を

発
信
し
な
い
姿
勢
に
不
信
感
を
抱
い

た

﹁
通
過
儀
礼
﹂
だ

た
の
だ
ろ

う


　
﹁
ゼ
ロ
リ
ス
ク
﹂
が
あ
り
得
な
い

こ
と
は
誰
も
が
知

て
い
る

工
事

現
場
近
隣
の
住
民
は

緊
急
車
両
の

往
来
や
隣
人
と
の
会
話

あ
る
い
は

報
道
に
よ
り
事
故
内
容
の
詳
細
を
知

る

発
生
し
う
る
事
故
タ
イ
プ
と
対

応
施
策
を
事
前
に
知
る
機
会
が
存
在

す
る
か
否
か
で
現
場
や
建
設
会
社


施
主
に
抱
く
印
象
と
知
り
得
た
事
故

に
対
す
る
反
応
も
大
き
く
異
な
る
だ

ろ
う

で
き
れ
ば

想
定
さ
れ
る
事

故
タ
イ
プ
︵
リ
ス
ク
︶

発
生
を
抑

制
す
る
各
種
業
務
マ
ニ

ア
ル
の
存

在
や
教
育
・
訓
練
な
ど
の
体
制

発

生
時
の
対
応
内
容
な
ど

情
報
の
共

有
機
会
を
設
け
る
べ
き
と
考
え
る


　
建
設
業
の
リ
ス
ク
数
は

業
務
の

専
門
分
野
が
複
雑
多
岐
で

し
か
も

多
く
の
組
織
体
の
混
成
の
た
め

そ

れ
は
相
当
量
に
及
ぶ
と
推
測
す
る


そ
の
中
で

工
期
中
に
近
隣
住
民
や

通
行
人
に
直
接
関
係
す
る
リ
ス
ク
と

し
て

次
の
項
目
が
想
定
さ
れ
る


　
①
資
機
材
搬
出
入
用
車
両
の
通
行

に
よ
る
道
路
の
損
傷

排
気
ガ
ス
や

粉
塵
の
増
大
②
振
動
の
有
無
と
建
家

へ
の
影
響
③
待
機
・
荷
降
ろ
し
時
の

道
路
占
有
拡
大
④
歩
行
通
路
の
狭
小

化
⑤
通
学
路
の
変
更
有
無
と
交
通
事

故
⑥
重
機
の
誤
操
作
に
よ
る
横
転
や

暴
走
⑦
警
報
サ
イ
ン
と
騒
音
⑧
火
気

工
具
に
よ
る
火
災
⑨
作
業
時
間
帯
に

お
け
る
高
層
足
場
か
ら
の
の
ぞ
き
な

ど
プ
ラ
イ
バ
シ

侵
害
⑩
作
業
員
車

両
の
不
法
駐
車
⑪
仮
設
ト
イ
レ
の
異

臭
⑫
車
両
誘
導
や
安
全
維
持
担
当
の

配
備
と
役
割
｜
｜
な
ど
で
あ
る


　
工
事
を
請
け
負
う
専
門
事
業
者

が

想
定
さ
れ
る
リ
ス
ク
に
関
し
て

﹁
知
ら
な
い
﹂﹁
想
定
外
﹂と
言
う
姿

勢
は
世
間
一
般
で
は
通
用
し
な
い


持
つ
べ
き
視
点
は

着
工
前
の
周
辺

住
民
の
生
活
環
境
を
可
能
な
限
り
維

持
す
る
こ
と
で
あ
り

あ
わ
せ
て
施

設
完
成
後
の
資
産
価
値
が
低
減
す
る

よ
う
な
影
響
を

ど
の
よ
う
に
抑
止

す
る
か
と
い
う
施
策
を
講
じ
て
い
る

か
で
あ
ろ
う


　
︵
次
︶

　山口県東部の瀬戸内海側に位置する岩
国市。山陽新幹線新岩国駅から東約３㌔
のところに城山があり、山頂は公園とな
っている。その頂きには岩国城がそびえ
る。これらを背景に、城下町岩国を包み
込むように流れる清流錦川に架かる名橋
が「錦帯橋」である。しっとりとした中
に優美な佇まいを見せるこの橋は、日本
で最も有名な木造アーチ橋であり、東京
の日本橋、長崎の眼鏡橋と並んで、日本
三名橋の一つに数えられている。橋の長
さは．㍍。しかし反り橋のため、橋
面に沿って歩くと㍍と、㍍ほど長
くなる。幅は．㍍で、高さは橋台の一
番高いところで．㍍ある。ほかに類を見
ない特異な姿の５連の反り橋が特徴で、
（大正）年に国の名勝に指定され
ている。
　錦帯橋は（延宝元）年月に、第
３代岩国藩主吉川広嘉

ひろよし

によって創建され
た。翌年の洪水により一部は流失したが、

年内に再建され、以来年間、架け替
えは何度か行われたものの、流失するこ
とはなかった。
　しかし、不落を誇った錦帯橋も、
（昭和）年９月の大型台風「キジア台
風」によって錦川が大増水した際に、惜
しくも流失してしまった。年１月に再
建されたが、全体的に傷みが目立つよう
になったことから、（平成）年の
秋より〝平成の架け替え〟が昔ながらの
木組みの工法で行われた。そして年３
月、５連のアーチはさらに美しさを増し
て生まれ変わった。
　初代岩国藩主吉川広家

ひろいえ

は、（慶長
）年に、錦川を挟んで町の対岸に岩国
城を築城した。そのため、家臣たちは登
城の際、錦川を渡る必要あった。そこで

錦川には城と城下町をつなぐ橋が幾度も
架けられた。しかし、当時の橋は、桁を
支える柱が多くある形式の橋で、架橋し
ても洪水の度に、ことごとく流失してし
まっていた。
　そのため、両岸に綱を渡した手繰りの
渡し舟が、主要な渡河施設として定着し
た。だが、増水時の危険は計り知れず、
そのたびに往来は途絶することになる。
この状態が長引くと城下は二分され、家
臣が集えず統治が中断してしまう。「洪
水にも流されない橋を架けたい」。これ
は歴代藩主同様、３代藩主の広嘉にとっ
ても切なる思いであった。
　広嘉は甲州の「猿橋」を研究し、明の
帰化僧独立

どくりゅう

禅師が持参した『西湖
せ い こ

遊覧
志』にその答えを見つけた。その本には、

島伝いに架けられた６連の石橋アーチ橋
が描かれていた。広嘉はこの連続したア
ーチ橋と猿橋を重ね合わせて、小島のよ
うな頑丈な橋脚を造り、その間を跳ね橋
で跨ぐことを思い付いたのである。
　錦帯橋の設計は、岩国藩の作事組（建
築大工の士分）棟梁の児玉九郎衛門が行
ったといわれている。九郎衛門は、まず
径間数から設計に着手した。普段の錦川
は、川幅のほぼ中央部を流れている。洪
水時の激流は川の中央部を通るため、径
間数は中央に橋脚を設置しなくてすむ奇
数が望まれた。
　そして、猿橋の技法を参考として、１
径間が約㍍の５径間として計画した。
中央のアーチ形状は「カテナリー（懸垂
線）」と呼ばれる、鎖の両側を持って自

由に垂らした時に見られるカーブ状で、
現代では構造上理想的な円弧といわれて
いる。錦帯橋はカテナリーの円弧を上に
向けた形となっており、優雅な構造美は
このカテナリーによって造り出されてい
る。
　初代岩国藩主の時代からの念願であっ
た「流されない橋」が完成して以来、錦帯
橋は何度かの架け替えはあったものの、
創建当時と変わらぬ姿を今も保ち続けて
いる。

錦
川
と
錦
帯
橋
か
ら
岩
国
城
を
望
む

︵
写
真

著
者
︶

中
小
の
連
鎖
倒
産
防
止

中
企
庁
が
共
済

制
度
運
用
改
善

　
経
済
産
業
省
中
小
企
業
庁
は
８

日

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制

度
の
貸
付
で
き
る
理
由
に
﹁
災
害

に
よ
る
不
渡
り
﹂
を
新
た
に
追
加

し
た

こ
れ
に
よ
り

甚
大
な
災

害
に
よ

て
支
払
い
が
で
き
な
く

な

た
親
企
業
な
ど
取
引
先
の
手

形
・
小
切
手
な
ど
を
所
持
す
る
場

合
で
も

共
済
金
の
貸
付
け
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な

た


　
同
制
度
は

取
引
先
が
倒
産
し

た
場
合
に

積
み
立
て
た
掛
金
総

額
の

倍
を
限
度
に

無
利
子
・

無
担
保
・
無
保
証
人
で
共
済
金
を

貸
し
付
け

中
小
企
業
の
連
鎖
倒

産
を
防
止
す
る

こ
れ
ま
で
の
貸

付
請
求
は

取
引
先
が
法
的
整
理

か
手
形
取
引
停
止
処
分

弁
護
士

が
介
在
す
る
私
的
整
理
の
３
つ
の

い
ず
れ
か
に
限
ら
れ
て
い
た


　
甚
大
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合

災
害
に
よ

て
不
渡
り
と
な


た
手
形
・
小
切
手
は
﹁
災
害
に

よ
る
不
渡
り
﹂
と
し
て
扱
い

不

渡
り
処
分
が
猶
予
さ
れ
る

こ
の

た
め
共
済
の
契
約
企
業
は
売
掛
金

債
権
を
回
収
で
き
ず

共
済
金
の

貸
付
請
求
も
で
き
な
い
状
況
が
生

じ
て
い
た

今
回
の
対
応
で

共

済
契
約
企
業
の
資
金
繰
り
が
支
援

さ
れ
る

共
済
の
契
約
企
業
は
約


万
社
あ
り

う
ち
３
分
１
程
度

が
建
設
業
と
な

て
い
る


国
交
省
が
大
街
区
化

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

　
国
土
交
通
省
は

都
市
で
大
街

区
化
を
推
進
す
る
た
め
の
﹁
大
街

区
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂を
ま
と
め


地
方
自
治
体
な
ど
に
送
付
し
た


各
種
制
度
の
運
用
で
創
意
工
夫
が

必
要
と
な
る
た
め

具
体
案
件
に

つ
い
て
地
方
自
治
体
や
民
間
都
市

開
発
事
業
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ

る
﹁
大
街
区
化
相
談
窓
口
﹂
も


国
交
省
都
市
・
地
域
整
備
局
市
街

地
整
備
課
内
に
設
置
し
た


　
都
市
の
大
街
区
化
推
進
と
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
策
定
は

国
交
省
の

成
長
戦
略
で
掲
げ
て
い
た


　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は

全
国
１

０
２
都
市
に
約
２
万
８
０
０
０


あ
る
戦
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事

業
地
区
や
東
京
と
横
浜
に
約
３
４

０
０

あ
る
震
災
復
興
土
地
区
画

整
理
事
業
地
区
で
大
街
区
化
が
有

効
で
あ
る
こ
と
を
明
記

公
共
用

地
を
処
分
し
て
収
入
を
確
保
し


公
共
施
設
管
理
者
が
負
担
す
る
維

持
管
理
・
更
新
費
用
を
縮
減
す
る

方
法
や

公
共
用
地
の
減
少
分
を

民
有
地
化
し
て
地
方
自
治
体
の
固

定
資
産
税
収
入
を
向
上
さ
せ
る
方

法
を
提
示
し
た

収
入
を
再
開
発

事
業
な
ど
に
再
投
資
す
る
こ
と
で

さ
ら
な
る
都
市
再
生
の
進
展
を
期

待
し
て
い
る


　
事
業
手
法
と
し
て

土
地
区
画

整
理
事
業
や
市
街
地
再
開
発
事

業

公
共
用
地
の
売
却
・
賃
貸
と

い

た
手
法
の
組
み
合
わ
せ
も
提

案
し

都
市
再
生
特
別
地
区
や
再

開
発
等
促
進
区
を
定
め
る
地
区
計

画
に
よ
る
容
積
率
緩
和
制
度
の
併

用
も
例
示
し
た


多
様
化
型
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
へ
の
転
換
示
す

不
動
産
鑑
定
協
が
ビ
ジ

ン

　
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会
︵
神
戸

冨
吉
会
長
︶
は
７
日

不
動
産
鑑

定
業
務
の
指
針
と
な
る
﹁
不
動
産

鑑
定
業
将
来
ビ
ジ

ン
﹂
の
中
間

報
告
を
公
表
し
た

多
様
化
型
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
転
換

経
済

の
グ
ロ

バ
ル
化
へ
の
対
応

民

需
に
お
け
る
拡
大
分
野
へ
の
注
力

の
３
つ
を
柱
に

﹁
社
会
に
根
ざ

し
た
持
続
的
な
鑑
定
評
価
制
度
の

確
立
﹂
を
目
指
す
と
し
て
い
る


公
益
活
動
と
し
て
は

無
料
相
談

会
な
ど
を
通
じ
た
震
災
復
興
や
地

域
再
生
に
取
り
組
む

６
月
に
も

最
終
報
告
を
ま
と
め
る


　
不
動
産
に
関
す
る
個
人
企
業


公
共
の
新
た
な
ニ

ズ
に
対
応
し

て

従
来
の
評
価
︵
ア
プ
レ
イ
ザ

ル
︶
業
務
に
加
え

分
析
業
務

︵
ア
ナ
リ
シ
ス
︶

ア
ド
バ
イ
ザ

リ

業
務
の
﹁
３
Ａ
﹂
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
確
立
財
務
諸
表
作
成


農
地
関
係

個
人
を
含
む
不
動
産

の
売
買
や
有
効
活
用
に
関
す
る
サ


ビ
ス
に
も
注
力
す
る


　
日
本
企
業
の
海
外
進
出
や

海

外
か
ら
国
内
へ
の
不
動
産
投
資
に

お
け
る

鑑
定
士
の
活
用
機
会
を

拡
大
す
る

日
本
の
鑑
定
評
価
制

度
の
グ
ロ

バ
ル
化
を
国
土
交
通

省
と
と
も
に
進
め

将
来
的
は
ア

ジ
ア
諸
国
へ
の
浸
透
も
目
指
す


　
不
動
産
鑑
定
業
界
の
市
場
規
模

は

地
価
公
示
時
を
除
く
と
ピ


ク
時
の
約
５
０
０
億
円
か
ら
約
３

７
０
億
円
に
ま
で
減
少
し
て
い

る

こ
の
た
め
件
数
ベ

ス
で
伸

び
て
い
る
民
需
へ
シ
フ
ト
を
促

す

業
務
単
価
も
下
落
し
な
い
よ

う
報
酬
基
準
づ
く
り
を
進
め
る


街
角
景
況
感


最
大
の
下
げ
幅

景
気
ウ
オ

チ


調
査

　
内
閣
府
が
８
日
発
表
し
た
３
月

の
景
気
ウ
オ

チ


調
査
に
よ

る
と
街
角
の
景
況
感
は
３
カ
月

前
と
比
べ
た
現
状
判
断
Ｄ
Ｉ
︵
指

数
︶で
前
月
比

・
７

低
下
の


・
７
と
急
落
過
去
最
大
の
下
げ
幅

を
記
録
し
た

２

３
カ
月
先
の

見
通
し
を
示
す
先
行
き
判
断
Ｄ
Ｉ

も

・
６

低
下
の

・
６
と
最

大
の
下
げ
幅

内
閣
府
は
景
気
の

基
調
判
断
を

﹁
東
日
本
大
震
災

の
影
響
で
急
激
に
厳
し
い
状
況
に

な

て
い
る
﹂と
下
方
修
正
し
た


　
調
査
は
３
月



日
ま
で

で

有
効
回
答
率
は

・
１
％


政
府
の
経
済
統
計
で
初
め
て
震
災

の
影
響
が
本
格
的
に
表
れ

津
波

や
原
発
事
故
が
日
本
経
済
に
大
打

撃
を
与
え
て
い
る
実
態
が
経
営
者

や
従
業
員
ら
の
生
の
声
と
と
も
に

示
さ
れ
た


　
バ
イ
オ
マ
ス
・
ジ

パ
ン
︵
本
社
・
東
京
都
豊
島
区

内
田
勝
巳
社
長
兼
最
高
経
営
責
任
者
︶
は

バ
イ
オ
デ



ゼ
ル
燃
料
︵
Ｂ
Ｄ
Ｆ
︶
の
製
造
時
に
産
出
さ
れ
る
グ
リ
セ
リ
ン
を
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
と
し
て
活
用
す
る
技
術
を
開

発

今
春

実
証
プ
ラ
ン
ト
を
佐
賀
支
店
︵
佐
賀
市
兵
庫
町
︶
に
設
置
す
る

﹁
副
産
物
の
グ
リ
セ
リ
ン
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
で

さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ

の
地
産
地
消
が
進
む
﹂
︵
内
田
社
長
︶
と
い
う

原
料
の
廃
食
油
調
達
か
ら

補
助
金
の
獲
得

プ
ラ
ン
ト
の
提
供

精
製
方
法
の
指
導

品
質
分
析
サ

ビ
ス
ま
で

日
本
で
唯
一

﹁
バ
イ
オ

デ


ゼ
ル
の
製
造
を
ワ
ン
ス
ト

プ
で
サ
ポ

ト
す
る
﹂
と
言
う
内
田
社
長
に
聞
い
た


ＢＤＦ製造装置
ＭＡＸシリーズ

　
通
常

Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
製
造
に
は


リ
バ

ゼ
酵
素
な
ど
を
使

た
酵

素
法

高
温
高
圧
状
態
を
作

て

超
臨
界
ア
ル
コ

ル
を
直
接
油
脂

と
反
応
さ
せ
る
超
臨
界
法
な
ど
が

あ
る
が

ア
ル
カ
リ
触
媒
法
が
広

く
普
及
し
て
い
る

ア
ル
カ
リ
法

の
触
媒
は

毒
・
劇
物
取
扱
法
や

薬
事
法
で
劇
物
と
指
定
さ
れ
て
い

る
苛
性
カ
リ
や
苛
性
ソ

ダ
で


触
れ
る
と
危
険
な
上

精
製
油
を

洗
浄
す
る
た
め
水
を
使
う

そ
の

た
め

強
ア
ル
カ
リ

高
濃
度
Ｂ

Ｏ
Ｄ︵
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
︶

の
廃
液
が
発
生

排
水
処
理
設
備

が
必
要
に
な
る

﹁
排
水
設
備
も

持
た
ず
に

垂
れ
流
し
す
る
ケ


ス
も
多
い
と
聞
く
﹂

　
バ
イ
オ
マ
ス
・
ジ

パ
ン
の
装

置﹁
Ｍ
Ａ
Ｘ
シ
リ

ズ
﹂は

ア
ル

カ
リ
触
媒
法
だ
が
﹁
Ｂ
ｉ
ｏ
Ｍ
Ａ

Ｘ
﹂と
い
う
新
し
い
触
媒
を
使
う


﹁
水
洗
い
せ
ず
に
薬
剤
で
不
純
物

を
取
り
除
く
た
め
廃
液
が
発
生
し

な
い
﹂

い
わ
ば
乾
式
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ

製
法
で

排
水
設
備
を
必
要
と
し

な
い

同
社
の
顧
問
で
も
あ
る
崇

城
大
学
︵
旧
熊
本
工
業
大
学
︶
の

池
永
和
敏
准
教
授
が
発
見
し
た


　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
同
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は


﹁
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
原
料
で
あ
る
廃
食
油

の
調
達
か
ら
補
助
金
の
獲
得

２

０
０

以
上
の
場
合
は
消
防
法
の

申
請
代
行

プ
ラ
ン
ト
の
提
供


精
製
方
法
の
指
導

無
償
・
有
償

の
品
質
分
析
サ

ビ
ス

薬
剤
と

い

た
商
品
の
提
供
ま
で
ワ
ン
ス

ト

プ
で
サ

ビ
ス
す
る
と
い
う

も
の
だ
﹂

日
本
有
機
資
源
協
会

が
認
定
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

ア
ド
バ
イ
ザ

も
２
人
い
る

Ｂ

Ｄ
Ｆ
の
精
製
施
設
は

全
国
に
８

０
０
｜
１
０
０
０
カ
所
あ
る
と
み

ら
れ
る
が

﹁
自
治
体
が
力
を
入

れ
て
い
る
九
州
を
始
め

全
国
各

地
に
約
３
０
０
カ
所
の
実
績
が
あ

る

分
野
別
で
は
授
産
施
設
や
建

設
業

運
送
会
社

産
業
廃
棄
物

処
理
会
社
な
ど
の
導
入
事
例
が
多

い

最
近
は

大
型
案
件
が
増
え

て
い
る

千
葉
に
バ
イ
オ
マ
ス
・

ジ

パ
ン
が
自
ら
設
備
を
作
り


販
売
す
る
構
想
も
あ
る
﹂

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
ま
た

特
に
力
を
入
れ
て
い
る

の
が
品
質
分
析
だ

﹁
誰
も
チ



ク
し
な
い
粗
悪
な
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
自

ら
精
製
し
て
使

て
い
る
ケ

ス

も
多
い
と
聞
く

国
も
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
い
る

た
ん
に
機
械
を
売

る
だ
け
で
な
く
良
い
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
作


て
も
ら
う
た
め
に

そ
の
ツ


ル
を
使

て
ほ
し
い

既
存
の
プ

ラ
ン
ト
を
使

て
い
る
ユ

ザ


も
多
い
﹂
と
い
う


　
今
春
か
ら
有
効
活
用
の
実
証
実

験
を
始
め
る
グ
リ
セ
リ
ン
は

廃

食
用
油
な
ど
の
植
物
油
か
ら
Ｂ
Ｄ

Ｆ
を
製
造
す
る
際
に
副
産
物
と
し

て
発
生
す
る

﹁
活
用
法
は
ほ
と

ん
ど
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず

処
分

に
困

て
い
る
の
が
現
状
だ
﹂

　
実
証
プ
ラ
ン
ト
は

グ
リ
セ
リ

ン

％

Ａ
重
油

％
に
触
媒
を

混
合
し

Ａ
重
油
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
︵
日

本
工
業
規
格
︶
に
適
合
す
る
バ
イ

オ
グ
リ

ン
燃
料
を
製
造

ハ
ウ

ス
農
家
の
ボ
イ
ラ

に
使
う

Ａ

重
油
使
用
時
と
比
べ


％
の
Ｃ

Ｏ

削
減
が
見
込
ま
れ
る

最
低

で
も
半
年
は
検
証
す
る

す
で
に

問
い
合
わ
せ
も
多
い


　
﹁
Ｂ
Ｄ
Ｆ
だ
け
で
は
今
よ
り
市

場
は
大
き
く
な
ら
な
い
例
え
ば


醤
油
や
サ
ラ
ダ
油
の
製
造
過
程
で

製
品
に
な
ら
な
い
上
に

そ
の
ま

ま
で
は
Ｂ
Ｄ
Ｆ
に
も
な
ら
な
い
低

層
・
低
質
の
澱
み
油
が
潜
在
的
な

油
と
し
て
た
く
さ
ん
あ
る

グ
リ

セ
リ
ン
が
第
一
歩
だ
が

処
方
せ

ん

に
よ
り
低
層
・
低
質
油
を
燃

料
の
ス
ペ

ク
に
改
質
す
る
と
大

き
な
資
源
に
な
り

よ
り
マ

ケ


ト
も
広
が
る
﹂と
話
し
て
い
る


＊
　
　
　
＊

　
同
社
は

東
日
本
大
震
災
で
被

害
を
受
け
た
同
社
バ
イ
オ
デ



ゼ
ル
関
連
製
品
の
ユ

ザ

に
対

し

特
別
修
理

定
価
の
半
額
で

新
品
と
交
換
サ

ビ
ス
す
る


設立年５月
本社所在地〒　東京都豊島
区池袋２８、大河内ビル
電話番号（代表）
ファクス同（代表）
支店佐賀（佐賀市兵庫町大字瓦町
１）、千葉（千葉県船橋市藤原４５
）
資本金，万円
事業内容バイオディーゼルプラントの
研究開発、製造販売・リース、バイオデ
ィーゼル燃料の製造・販売、バイオディ
ーゼル燃料・バイオディーゼルプラント
の輸出入事業、廃ＰＥＴリサイクルプラ
ントの研究開発・製造販売・リース、廃
食用油の回収業務など
URLhttp://www.biomassjapan.jp/
電子メールinfo@biomassjapan.jp
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